
令和元年度 学校だより 

星花きらめく 

 

「想像する」 （１１／６ 校長講話より。抜粋） 

10 月 26 日、吹奏楽部は日本管楽合奏コンクール全国大会において、優秀賞となり、「ブレーン賞」

という特別賞を受賞しました。また、3 日、「アモーレフェスタ」には、2 年生 17 名がボランティアと

して参加し、ステージ発表には、演劇部、合唱部、そして、吹奏楽部が参加しました。この「アモー

レフェスタ」に先立って、物づくり部は、長野工業高校の皆さんと一緒に、安茂里総合市民センター

に、イルミネーションの設置をしました。更には、この週末、陸上部は県中学校駅伝大会に参加し、

野球部は北信地区中学生軟式野球交流会に参加しました。裾花中学校には、日常の生活があります。 

10 月 16 日臨時校長講話でお話しした、被災した地域にある四つの学校の様子について話をします。

いち早く学校が再開したのは、豊野西小学校です。豊野西小学校は、学校自体は被災しなかったので

すが、地域の住民の避難所となっているため、学校の再開が見送られてきました。豊野西小学校は先

月の 28 日、17 日ぶりに授業を再開しました。342 人中 300 人が登校したと聞いていますが、児童の

中には、「遠くに避難をしているため登校できない」という児童や、避難所となっている体育館から登

校した児童がいたということです。体育館や校庭が避難所となっているので、体育は近隣の学校で実

施するということです。 

 東北中学校は、床上数十 cm の浸水被害を受けたのですが、28 日より自由登校が始まりました。528

人中 500 人が登校したと聞いています。28 日、校舎の清掃を行い、その後に自主学習を行ったという

ことです。そんな生徒の中には、避難所、知人・親戚、自宅の 2 階以上で生活しているという生徒も

いるようです。そして、31 日より、授業が再開されたそうです。校舎の 2 階以上を使って授業を行っ

ているということで、特別教室を使う一部の授業は、完全には実施できないようです。 

豊野中学校です。29 日より自由登校が始まりました。しかし、東北中学校と違い、1，2 年生は豊野

中学校の 2 階以上で自習を、3 年生は長野市立長野中学校の一部の教室を借りて授業を再開しました。

豊野中学校は濁流が押し寄せ、1 階部分が完全に浸水してしまいました。多くの方の力をお借りして

泥は掻き出され、清掃は終わったのですが、電気設備が壊れ、停電が続き、1，2 年生は電気がつかな

い教室で自習をしたそうです。現在は、発電機により、教室の電気は確保されたということですが、

廊下等電気がつかないところがあると聞いています。一方、受験を控える 3 年生は、長野市立長野中

学校にバスで移動し、1 日 3 時間の授業から再開したと聞いています。1，2 年生は本日 6 日から授業

を再開し、3 年生も来週の 11 日から豊野中学校に戻ることが決まったということです。 

最後に、長沼小学校です。長沼小学校の片付けが一番遅れています。長沼小学校は、近くの柳原小

学校の教室を借りて自由登校を行っていましたが、5 日より柳原小学校で授業を再開したということ

です。先週は、グラウンドの泥を自衛隊の皆さんが重機で撤去し、ようやく校舎の中に入ることがで

きるようになり、徐々にではありますが、片付けが進んでいるようです。3 日の新聞には、長沼小学

校の体育館の泥をかき出し、消毒をして、ワックスをかけ、子どもと大人が遊ぶ姿が掲載されていま

した。今後、それぞれの学校が失った機能を補うべく、仮設の校舎の建設が予定されているというこ

とですが、すぐに完成するわけではありません。被災した学校の完全復旧はまだまだ先ということで

す。 

皆さんは、災害が発生し、本日を迎えるまでの間に、募金活動を行ったり、タオルを集める活動を

したりしてくれました。部活動では、26 日は女子バレーボール部の皆さんが、浸水被害に遭った松代

中学校、篠ノ井東中学校と、本校で練習試合を行いました。卓球部の皆さんは、一緒に活動したわけ

ではありませんが、4 日、豊野中学校の皆さんに本校で練習をしていただきました。先生方も、引き

続き、被災した学校へお手伝いに行っています。先ほども話しましたが、被災した学校の復旧には、

時間がかかります。まだまだ、支援は必要です。自分には何ができるか、引き続き考えていきましょ

う。              

令和元年 11 月 15 日 (金) 

長野市立裾花中学校 
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【お知らせ】 

◆冬期間部活動時間の延長と活動場所の変更について 

  10月 29日付の保護者通知でお知らせした通り、11月 11日～1月 31日まで、各部週 2回、活動

を延長してよいこととしています。年度当初に、家庭配付した「令和元年度部活動の方針」では、

12月から実施としておりましたが、新人戦が中止されたこともあり、前倒しで延長可能としました。

ご了承ください。なお、駐車場は正門・東門・北門を使用し、使用割で指定された駐車場をご利用

ください。送迎順序も日によって違いますので、ご確認の上、事故のないようお願いします。 

〇北体育館使用の部活…正門 〇南体育館使用の部活…東門 〇北校舎使用の部活…北駐車場 

※使用割で①グループ…１８：３０ 使用割で②グループ…１８：４５ 

活動場所 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

北体・北 陸上① 女子バレー② 男子テニス 

下校１７：４５ 

ソフトボール② 女子バレー① 

北体・南 男子バレー① 野球① 男子バレー② 

南体・東 ソフトボール① 女子バスケ② 女子テニス 

下校１７：４５ 

サッカー② 女子バスケ① 

南体・西 野球② 男子バスケ① 男子バスケ② 

武道場 卓球① 剣道①  剣道② 卓球② 

北校舎 吹奏楽①   吹奏楽②  

セクハラや生徒に関わる相談窓口は 

  小山きよみ（養護教諭） 

  森川 美弥（養護助教諭） 

  廣田 和彦（教務主任） です 

 長野市立裾花中学校  文責 山口 近（教頭） 

電話：026(226)1804 

FAX：026(226)1881 

電子ﾒｰﾙ susobanajh@nagano-ngn.ed.jp 

HP：http://www.nagano-ngn.ed.jp/susobana 

その際、大切になるのは、被災した人たちの行動や気持ちを慮る（おもんばかる）ことです。私た

ちは、裾花中学校で日常の生活を送っていますが、不自由な学校生活を送っている同じ中学生の生活

を想像し、気持ちを想像するのです。皆さんは、家庭に帰れば、ゆっくりと休むことができますが、

疲れた後、避難所である体育館に戻り、そこで生活している小学生や中学生がいることを認識し、そ

の生活や気持ちに思いを馳せるのです。他者の心に共感し、どうすべきか、考えるのです。 

これは学校生活についても同じです。相手の置かれている立場を想像することは大切なことです。

一番よくあるのはこんなことです。自分はふざけているつもり。でもやられている人はどう思ってい

るのでしょうか。同じようにふざけているのでしょうか。それとも嫌だと思っているのでしょうか。

相手が嫌だと思っていることをしているならば、それはいじめです。そして、すぐに止めなければな

りません。 

相手の気持ちを想像し、行動できる自分になりましょう。 

【多くの先生が生徒にかかわる取り組み】 

～裾花中学校学年担任制（仮）に向けた試行～ 

裾花中学校は、現在、６６５名の生徒が在籍しています。１人ひとりの生徒それぞれに対応するた

め、職員は情報を共有し、生徒理解に努めています。1学年では、多くの先生が生徒とかかわること

を目的に、「朝学活を担当する職員をローテ－ションをする取り組み」を 11日から始めました。来年

度に向け、どのような取り組みができるかを検討していく予定です。 



 


